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こんにちは！

☆ ピカピカの１年生（関連記事24ページ）
平成29年第１回定例会
平成29年度予算審査
町政のそこが聞きたい（一般質問）
議会傍聴に際して
私もひとこと
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　平成29年度まちの予算
　

　　　　　まちづくり！

 なかよし４兄弟

　平成29年度まちの予算
　子育て支援に  力をそそぐ

　　　　　まちづくり！
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子
育
て
世
代
が

住
み
た
く
な
る

町
に
し
た
い
!!

小
学
校
６
年
生

中
学
校
３
年
生

給
食
費
無
料
！

本
郷
東
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

オ
ー
プ
ン
！

　

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
の
10
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
平
成
29
年
度
当
初
予
算
、
平
成
28
年

度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
36
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
町
長
及
び
教
育
長
の
考
え
を
質た
だ

し
ま
し
た
。

 

第
１
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

1,832万円《放課後児童健全育成事業》

684万円

《給食費支援事業》
本郷東小６年生の給食風景

委託料、指定管理料等に使用

新しくなった放課後児童クラブで元気はつらつ！
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2,285万円 1,984万円

議会だより 　おおえ   第143号

今年のしごと

ピックアップ

３月定例会

8,179万円

《農業次世代人材投資事業》 《地域公共交通運行事業》

《新規就農者住宅建築事業》 《多面的機能支払事業》

《庁舎エレベーター整備事業》

1,824万円 3,012万円

役場正面玄関に整備します。

次世代を担う農業者に支援します。
今年から、デマンドタクシーは

市の沢、月ヶ丘、小見地区も追加

塩野平地区に完成したモダンな住宅 法面の草刈りや泥上げ等の人夫に支払います。
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《道路新設改良事業》

《文化的景観保護推進事業》

《体育施設等整備事業》

《藤田工業団地整備事業》

《建設改良費》

２億929万円

２億6,500万円

5,253万円

9,064万円

2,484万円 貫見配水池の耐震補強工事

拡張整備される藤田堂屋敷線

体育センター屋根塗装

雇用拡大に向けて工業団地を整備

重要建築物の補修で観光の充実を
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３月定例会

限られた予算を大事に有効活用!!

　一般会計：５０億１,０００万円
　　　　　特別会計：２７億３,87０万円

《一般会計予算のわかりやすい内訳》

歳入

歳出

町税の内訳

50億1,000万円

町税
７億3,685万円（14.7％）地方譲与税

5,600万円（1.1％）

地方交付税
21億500万円（42.0％）

国庫支出金
３億7,408万円（7.5％）

県支出金
３億2,349万円
（6.5％）

繰入金
４億6,636万円（9.3％）

繰越金
3,000万円（0.6％）

町債
６億1,270万円（12.2％）

各種交付金
１億3,350万円（2.7％） その他

１億7,202万円（3.4％）

議会運営に
8,121万円（1.6％）

行政運営に
８億2,004万円
（16.4％）

社会福祉に
15億3,977万円
（30.7％）

ゴミ処理・健診に
２億1,680万円（4.3％）

労働費
904万円（0.2％）

農林水産業の
振興に
４億2,217万円
（8.4％）

商工業・観光の振興に
１億2,940万円
（2.6％）

道路整備・除雪に
６億6,131万円
（13.2％）

消防・水防に
１億9,423万円
（3.9％）

学校・
スポーツなどに
４億6,953万円
（9.4％）

災害復旧に
208万円
（0.0％）

借金の返済に
４億3,107万円
（8.6％）

諸支出金
1,335万円（0.3％）

予備費
2,000万円（0.4％）

町民税
３億580万円
（41.5％）

固定資産税
３億4,309万円
（46.6％）

軽自動車税
2,700万円
（3.7％）

町たばこ税
4,250万円
（5.8％）

入湯税
40万円
（0.0％）

都市計画税
1,806万円
（2.4％）

50億1,000万円

７億3,685万円

50億1,000万円

50億1,000万円

７億3,685万円
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平
成
29
年
第
１
回
大
江

町
議
会
定
例
会
の
冒
頭
、

渡
邉
町
長
か
ら
町
政
運
営

の
所
信
と
主
要
施
策
の
大

要
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
度
に
は
、

「
地
方
創
生
」
の
加
速

か
ら
次
代
に
繋
ぐ
、
慎
重

な
が
ら
も
大
胆
な
施
策
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
」
が
持
っ
て
い
る
潜
在

予　　算　　項　　目 予　　算　　の　　内　　容 予　　算　　額

 １　特別会計（※）　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 27億3,870万円（８.８％増）

（１）国民健康保険特別会計 医療費と町民の健康を守る事業等 ９億7,400万円（０.７％減）

（２）後期高齢者医療特別会計 75歳以上の医療保険制度     １億円　　   （３.２％増）

（３）介護保険特別会計 要介護高齢者へのサービス提供等 11億  660万円（０.９％減）

（４）宅地造成事業特別会計 藤田工業団地整備に係る造成費外 ２億7,610万円    　　（増）

（５）公共下水道事業特別会計 生活雑排水などの汚水処理事業 ２億3,910万円（９.０％減）

（６）農業集落排水事業特別会計 生活雑排水などの汚水処理（伏熊、深沢、楢山） 4,290万円（１.４％増）

 ２　水道事業会計

（１）収益的支出 浄水や給水などに要する費用 ２億5,390万円（１.０％増）

（２）資本的支出 水道施設の整備に要する費用 １億2,649万円（４.７％増）

※　特別会計とは、一般会計に対して、特定の事業などを別個に処理する会計

  

平
成
29
年
度

  

町
政
運
営
の
所
信
と

  

主
要
政
策
の
大
要

的
な
力
を
地
方
振
興
の
要

に
据
え
、
究
極
的
に
は

「
自
立
し
た
自
治
体
の
確

立
」
へ
の
施
策
で
あ
り
ま

す
。

　

第
９
次
大
江
町
総
合

計
画
に
掲
げ
て
お
り
ま

す
将
来
像
、
「
こ
こ
に
暮

ら
す
喜
び
を
み
ん
な
が
実

感
で
き
る
町
」
の
実
現
に

向
け
力
強
く
進
め
る
と
と

も
に
、
３
年
目
を
迎
え
る

「
大
江
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
着
実
な
前
進
に
よ
り
、

人
口
対
策
や
産
業
の
活
性

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

議会だより 　おおえ   第143号

限られた予算を大事に有効活用!!

　歳入総額：７７億４,87０万円
《特別会計・水道事業会計予算》

≪町長施政方針≫

  子どもたちの
　 未来のために
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車
、
６
０
０
ℓ
水
槽
付
き
ポ

ン
プ
自
動
車
が
更
新
さ
れ
ま

し
た
。

○　

粗
大
ご
み
処
理
施
設
ア

ル
ミ
選
別
機
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

３　

広
報
常
任
委
員
会
の
行

　

政
調
査

　

１
月
26
日
に
宮
城
県
大
和

町
議
会
を
訪
問
し
、
常
時
、

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
て
い

る
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

（
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は　

22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

４　

議
会
運
営
委
員
会
、
他

　

町
の
議
会
を
学
ぶ

　

２
月
７
日
に
遊
佐
町
議
会

を
訪
問
し
、
議
会
の
活
性
化

等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

（
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は　

22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

内
閣
総
理
大
臣
に
意
見
書

３月定例会
１　

藤
田
工
業
団
地
の
整
備

　

昨
年
12
月
末
に
測
量
設
計

等
業
務
委
託
を
行
い
、
新
た

な
藤
田
工
業
団
地
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

開
発
面
積　

約
１
・
８
ha

の
う
ち
、
工
場
立
地
面
積
が

約
１
６
，
６
０
０
㎡
で
あ

り
、
こ
の
ほ
か
、
緑
地
及
び

水
路
と
し
て
約
１
，
４
０
０

㎡
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

２　

大
江
町
上
下
水
道
事
業

　

に
係
る
経
営
戦
略
の
策
定

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口

減
少
に
よ
る
水
需
要
の
減
少

な
ど
、
上
下
水
道
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。

藤
田
工
業
団
地
を
拡
張

町
民
へ
の
安
心
・
安
全

な
水
の
供
給

　

平
成
28
年
１
月
、
総
務
省

よ
り
中
長
期
的
な
経
営
の
基

本
計
画
と
な
る
「
経
営
戦

略
」
の
策
定
に
つ
い
て
要
請

を
受
け
、
向
こ
う
10
年
間
の

経
営
の
見
通
し
と
、
維
持
管

理
を
含
め
た
投
資
計
画
を
中

心
と
し
た
経
営
戦
略
を
策
定

し
ま
し
た
。

町
長
か
ら
の
お
知
ら
せ

１　

県
町
村
議
会
議
長
会

　

第
68
回
定
期
総
会
が
２
月

16
日
、
県
自
治
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立

ち
、
議
会
だ
よ
り
お
お
え

１
３
８
号
が
、
県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

入
選
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

（
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は　

21
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

２　

西
村
山
広
域
行
政
事
務

　

組
合
議
会

　

２
月
14
日
、
議
会
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
報
告
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○　

寒
河
江
地
区
斎
場
の
夜

間
受
付
が
、
１
年
を
通
し
て

午
後
５
時
15
分
か
ら
午
後
９

時
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

○　

消
防
本
部
に
救
助
工
作

議
長
か
ら
の

　
　
　
報
告

県
町
村
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

み
な
さ
ま
か
ら
の
請
願

を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

《
請
願
第
１
号
》

　

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
」
の
復
活
を
求
め
る
請

願《
請
願
者
》

　

農
民
運
動
山
形
県
連
合
会

　

会
長　
　
　

小
林　

茂
樹

《
請
願
の
主
旨
》

１　

米
価
が
生
産
費
を
大
き

く
下
回
る
水
準
に
急
落
し
、

多
く
の
稲
作
農
家
が
「
こ
れ

で
は
作
り
続
け
ら
れ
な
い
」

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

２　

平
成
26
年
度

か
ら
「
経
営
所
得

安
定
対
策
」
に
切

り
替
わ
り
、
米
に

つ
い
て
は
10
ａ
あ

た
り
７
，
５
０
０

円
の
交
付
金
へ
と

引
き
下
げ
ら
れ
、

稲
作
農
家
の
離
農

が
加
速
し
、
地
域

が
い
っ
そ
う
疲
弊
し
て
い

る
。
し
か
も
、
こ
の
制
度
は

平
成
30
年
産
米
か
ら
廃
止
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

３　

食
糧
と
地
域
経
済
、
環

境
と
国
土
を
守
る
た
め
、
生

産
費
を
つ
ぐ
な
う
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

《
審
査
の
経
過
》

　

本
会
議
で
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
に
審
議
を
付
託
し
、

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
、
同
17
日
の

本
会
議
で
可
決
し
、
意
見
書

を
関
係
大
臣
等
に
提
出
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

柳川地区切留の水源
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道
路
除
排
雪
費
用
の
追
加

　

大
雪
の
た
め
、
緊
急
に
除

排
雪
費
用
２
，
０
０
０
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

山
形
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更

　

置
賜
広
域
病
院
組
合
が
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
名

称
を
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

保
育
所
整
備
事
業
用
地
を

取
得

取
得
し
よ
う
と
す
る
財
産

　

大
江
町
大
字
本
郷
字
平
林

丙
６
４
０
番
２　

外
３
筆

５
，
４
１
４
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
、
全

防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更

　

４
８
６
万
２
，
１
６
０

円
を
減
額
し
、
３
億
３
，

４
９
９
万
２
，
２
４
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

（
理
由
）

　

大
山
自
然
公
園
の
屋
外
拡

声
子
局
を
戸
別
受
信
機
の
設

置
に
変
更
し
た
こ
と
と
、
子

局
の
位
置
を
左
沢
駅
前
に
変

更
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。 報

第
１
号

諮
問
１
・
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

同
意

　　

平
成
29
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
再
度
、
推
薦
す
る
も
の

で
す
。

　

庄
司
百
合
子
委
員
は
平
成

29
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
大
沼　

道
子
氏
を
推
薦
す
る
も
の
で

す
。

議
第
３
号

議
第
４
号

議
第
５
号

◆条例の一部改正◆（全会一致で可決しました）
条　　　　　例　　　　　名

議 第 ７ 号 大江町個人情報保護条例
議 第 ８ 号 大江町職員の勤務時間、休暇等に関する条例
議 第 ９ 号 大江町職員の育児休業等に関する条例
議第10号 大江町議員報酬及び特別職給料審議会条例
議第11号 大江町技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例
議第12号 大江町水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例
議第13号 大江町税条例
議第14号 大江町国民健康保険税条例
議第15号 大江町介護保険条例

議第16号 大江町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例

議第17号
大江町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を
定める条例

議第18号 大江町新規就農者住宅条例

左
沢
駅
前
の

  

屋
外
拡
声
子
局

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

堀　永敏氏（富沢）大沼  道子氏（13 区）
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毛
利
委
員　

職
員
採
用
試

験
、
人
事
評
価
研
修
業
務
、

職
員
研
修
の
委
託
料
の
内
容

は
。

総
務
課
長　
職
員
採
用
受
験

者
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ

り
、
工
夫
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

人
事
評
価
は
、
内
部
で
の

対
応
で
す
。
研
修
は
、
よ
り

効
果
が
出
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
す
。

菊
地
委
員　
空
き
家
の
登
録

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

政
策
推
進
課
長　
建
物
が
10

件
、
土
地
６
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

所
有
者
の
考
え
も
あ
り
ま

す
が
、
登
録
の
件
数
が
増
え

る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

予算特別委員会

皆さんの税金　新年度予算を徹底解剖しました!

町の
家計簿

予
算
の
ゆ
く
え
を

      

解
剖
す
る
! !

　
平
成
29
年
度
予
算
を
集
中
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
が
３
月
15
日
に
設
置
さ
れ
、

委
員
長
に
安
食
幸
治
議
員
、
副
委
員
長
に
毛
利
登
志
浩
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
17
日
ま
で
の
３
日
間
、
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど

６
つ
の
特
別
会
計
予
算
、
並
び
に
水
道
事
業
会
計
予
算
の
計
８
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
長

　

  

安
食　
幸
治　
議
員

委
員
会
の
活
発
な
質
疑

土
田
委
員　
庁
舎
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
工
事
は
、
い
つ
か
ら
着

工
し
、
出
入
り
口
は
ど
こ
に

な
る
の
か
。

総
務
課
長　
７
月
頃
か
ら
着

工
し
、
工
事
期
間
中
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
は
ご
苦
労
か
け

ま
す
が
、
西
口
玄
関
か
ら
の

出
入
り
と
な
り
ま
す
。

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備
！

総
務
費

　
空
き
家
の

　
　
　
登
録
を

結
城
委
員　
予
防
接
種
で
未

接
種
者
は
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

昨
年
度

は
、
２
９
２
人
が
予
防
接
種

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
未
接

種
者
も
い
る
の
で
、
受
け
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

衛
生
費

　
予
防
接
種
を

　
お
忘
れ
な
く
！

エレベーター設置予定の正面玄関

空き家の登録で有効利用を
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皆さんの税金　新年度予算を徹底解剖しました!
宇
津
江
委
員　
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
と
亘
理
町
と
の

交
流
は
今
後
も
継
続
す
る
の

か
。

健
康
福
祉
課
長　
昨
年
、
亘

理
町
の
み
な
さ
ん
が
本
町
を

訪
問
し
交
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
本
町
が
亘
理
町

を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。　

　

今
後
の
活
動
は
、
協
議
会

と
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

伊
藤
委
員　
森
林
病
害
虫
等

防
除
委
託
料
の
効
果
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
業
費

農
林
課
長　
ナ
ラ
枯
れ
、
松

く
い
虫
の
駆
除
が
目
的
で
、

対
象
地
区
は
大
山
自
然
公
園

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ナ 

ラ 

枯 

れ 

を 

防 

ぐ 

！

  

耕
作
放
棄
地
の

           

整
備
を

毛
利
委
員　
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
予
算
が
随
所
に
あ
る

が
、
耕
作
放
棄
地
の
整
備
も

含
め
て
、
農
地
の
造
成
に
よ

り
、
受
け
入
れ
の
条
件
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　
受
け
入
れ
支
援

団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
県
と
の
話
し
合
い
を

持
ち
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
ベ
ス
ト

な
の
か
検
討
し
ま

す
。

結
城
委
員　
鳥
獣

被
害
対
策
で
あ
る

電
気
柵
の
設
置
補

助
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
草
刈

り
を
し
な
い
と
放

電
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
た
め
の
維
持

管
理
費
用
で
す
。　

佐
藤
委
員　
桜
の
名
所
づ
く

り
補
助
金
の
内
容
は
。

政
策
推
進
課
長　
最
上
川
沿

い
や
本
町
の
桜
の
古
木
な
ど

の
管
理
費
を
補
助
し
、
名
所

づ
く
り
の
一
助
と
す
る
も
の

で
す
。

  

桜
の

     

名
所
づ
く
り

商
工
観
光
費

花火に加え、桜でも観光名所にしたい

亘理町のみなさんと

ナラ枯れが心配される大山自然公園
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予算特別委員会
宇
津
江
委
員　
地
方
創
生
交

付
金
を
活
用
し
た
観
光
振
興

の
推
進
を
図
っ
て
は
。

政
策
推
進
課
長　
平
成
30
年

以
降
の
交
付
金
要
件
が
分
か

り
次
第
、
積
極
的
に
活
用

し
、
観
光
振
興
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

菊
地
委
員　
古
寺
の
案
内
セ

ン
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
て
推
進
し
て
い
く
の

か
。

政
策
推
進
課
長　
登
山
基
地

の
案
内
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

担
う
と
と
も
に
、
老
朽
化
し

た
朝
陽
館
の
移
設
、
改
築
を

す
る
も
の
で
、
電
線
を
引
く

費
用
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
委
員　
消
防
施
設
の
工

事
請
負
費
４
９
０
万
円
の
内

容
は
。

総
務
課
長　
消
防
団
の
ポ
ン

プ
庫
の
外
壁
、
屋
根
の
補
修

工
事
に
３
５
０
万
円
、
不
要

警
鐘
台
３
箇
所
の
解
体
工
事

費
に
１
４
０
万
円
で
す
。

　
観
光
振
興
を

             

推
進

消
防
費

古寺地区に登山基地を整備!!

　古寺地区整備　用地概要図　

70 数年の歴史を刻む朝陽館

古寺川

駅前にある自動車分団のポンプ庫
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関
野
委
員　
若
者
の
社
会
参

加
、
育
成
と
い
う
観
点
か
ら

社
会
教
育
指
導
員
を
活
用
で

き
な
い
か
。

教
育
文
化
課
長　
社
会
教
育

の
中
で
も
む
ず
か
し
い
の
が

青
年
教
育
で
あ
り
ま
す
が
、

少
な
い
事
業
費
の
中
で
も
工

夫
を
凝
ら
し
て
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

宇
津
江
委
員　
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
が
グ
ア
ム
島
に
変

更
し
た
理
由
と
派
遣
時
期

は
。

教
育
文
化
課
長　
モ
ン
タ
ナ

州
ミ
ズ
ー
ラ
は
、
派
遣
期
間

が
７
泊
８
日
と
長
く
、
生
徒

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
検

討
し
ま
し
た
。

　

派
遣
時
期
は
、
春
休
み
に

生
徒
14
名
で
実
施
し
ま
す
。

土
田
委
員　
左
沢
高
等
学
校

支
援
補
助
金
の
定
期
券
購
入

は
左
沢
駅
で
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
文
化
課
長　
Ｊ
Ｒ
左
沢

駅
で
の
定
期
券
購
入
を
し
て

　

平
成
29
年
度
大
江
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

９
億
７
，
４
０
０
万
円
で

す
。

　　

平
成
29
年
度
大
江
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

１
億
円
で
す
。

　　

平
成
29
年
度
大
江
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

11
億
６
６
０
万
円
で
す
。

　

平
成
29
年
度
大
江
町
宅
地

造
成
事
業
特
別
会
計
予
算　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

２
億
７
，
６
１
０
万
円
で
す
。

　

平
成
29
年
度
大
江
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

２
億
３
，
９
１
０
万
円
で

す
。

　　

平
成
29
年
度
大
江
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

算　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

４
，
２
９
０
万
円
で
す
。

　

平
成
29
年
度
大
江
町
水
道

事
業
会
計
予
算　

　

収
益
的
支
出
２
億
５
，

３
９
０
万
円
、
資
本
的
支
出

１
億
２
，
６
４
９
万
円
で

す
。

モンタナ州ミズーラからグアム島へ!
教育費

議
第
29
号

議
第
30
号

議
第
31
号

議
第
32
号

議
第
33
号

議
第
34
号

議
第
35
号

い
た
だ
く
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。

モンタナ州ミズーラからグアム島へ!

平成 28 年・ミズーラ公園での派遣生徒たち
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補正予算
宇
津
江
議
員　
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
の
事
業
内
容

は
。

政
策
推
進
課
長　
主
に
、
旧

き
ら
や
か
銀
行
の
整
備
工
事

費
、
芸
工
大
へ
の
町
の
魅
力

発
信
動
画
等
作
成
の
委
託
料

で
す
。

結
城
議
員　
臨
時
福
祉
給
付

金
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
う
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
の
給
付
金
と
し
て
、
住

民
税
非
課
税
者
に
対
し
て
支

給
し
て
い
る
が
、
給
付
見
込

み
は
何
人
か
。

健
康
福
祉
課
長
補
佐　
３
，

０
０
０
円
の
給
付
対
象
者
は

１
６
２
８
人
。
３
万
円
の
給

付
金
対
象
者
は
72
名
で
す
。

結
城
議
員　
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
に
対
し
て
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長
補
佐　
広
報

で
の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
直

接
本
人
に
問
い
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

佐
藤
議
員　
現
在
の
消
防
団

員
数
と
、
今
後
の
女
性
団
員

に
つ
い
て
。

総
務
課
長　
現
在
の
団
員
数

は
３
１
４
名
で
す
。
女
性
団

員
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
定

数
の
中
で
募

集
を
し
て
い

き
ま
す
。

安
食
議
員　
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し

て
い
る
左
沢
高
校
生
へ
の
支

援
金
が
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
高
校
の
存
続
を
応
援
し

て
い
く
取
り
組
み
は
。

教
育
文
化
課
長　
Ｊ
Ｒ
の
定

期
券
の
半
分
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
思
っ
た
ほ
ど
Ｊ
Ｒ
の

利
用
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

存
続
に
関
し
て
は
、
入
学

し
た
く
な
る
高
校
を
目
指
し

て
、
高
校
の
先
生
方
と
話
し

合
い
を
し
て
い
ま
す
。

安
食
議
員　
他
の
支
援
策
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

教
育
文
化
課
長　
新
年
度
よ

り
、
生
徒
が
生
産
し
た
野
菜

を
町
が
購
入
し
、
給
食
の
食

材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

国
の
地
方
創
生
交
付
金
が
追
い
風

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
，
５
１
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
56
億
９
，
３
５
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
と
わ
か
ば
保
育
園
施
設
整
備
事
業
に
よ
る
追
加
が
主
な
補

正
内
容
で
す
。
主
な
事
業
は
新
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

  

動
画
で

  

町
の
魅
力
発
信

  
給
付
金
を

       
忘
れ
ず
に

  

女
性
消
防
団
の

  

　
活
躍
に
期
待

 

左
沢
高
校
を

             

応
援

毛
利
議
員　
集
落
活
性
化
支

援
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
全

集
落
活
性
化

　
支
援
交
付
金

　
　
の
活
用
を

 

結
婚
新
生
活

　
　
　
　
応
援

集
落
に
対
し
交
付
し
て
い
る

と
思
う
が
、
何
故
、
減
額
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

政
策
推
進
課
長　
集
落
活
性

化
支
援
交
付
金
の
う
ち
、
地

域
提
案
型
交
付
金
の
不
用
額

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

伊
藤
議
員　
結
婚
新
生
活
支

援
補
助
金
と
は
。

政
策
推
進
課
長　
新
婚
世
帯

に
対
し
て
18
万
円
の
補
助
を

し
て
い
ま
す
。　
　

伊
藤
議
員　
申
請
は
本
人
が

す
る
の
か
。

政
策
推
進
課
長　
補
助
金
の

申
請
は
本
人
に
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

見事な敬礼です !!

左沢高校生によるネギの植栽
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専
決
処
分
の
承
認

　

工
業
団
地
造
成
事
業
に
つ

い
て
、
早
急
に
事
業
を
実
施

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

１
，
８
０
７
万
円
を
追
加

し
、
予
算
の
補
正
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

主
な
質
疑

毛
利
議
員　
１
・
８
ha
の
造

成
に
か
か
る
測
量
設
計
は
１

社
の
み
の
面
積
か
。

　
そ
れ
と
も
、
将
来
を
見
込

ん
で
の
考
え
な
の
か
。

政
策
推
進
課
長　
１
社
の
み

で
す
。

毛
利
議
員　
町
に
は
企
業
立

地
促
進
条
例
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
助
成
金
等
の
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

政
策
推
進
課
長　
無
償
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
分
譲
で
あ

り
ま
す
。

　

企
業
立
地
促
進
条
例
３
区

分
の
助
成
金
の
項
目
に
該
当

し
て
い
る
場
合
、
充
当
い
た

し
ま
す
。

宇
津
江
議
員　
企
業
か
ら
今

年
12
月
ま
で
完
成
し
、
早
期
に

事
業
を
開
始
し
た
い
と
の
意

向
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
従

業
員
の
地
元
採
用
な
ど
は
。

政
策
推
進
課
長　
新
た
な
雇

用
が
出
て
く
れ
ば
、
町
の
雇

用
促
進
助
成
金
な
ど
を
活
用

し
ま
す
。

本
郷
東
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
指
定
管
理
者
を
指
定

１　

公
の
名
称

　
　

大
江
町
本
郷
東
放
課

　

後
児
童
ク
ラ
ブ

２　

指
定
管
理
者
の
名
称

　
　

大
江
町
大
字
藤
田
４

　

０
２
番
地
の
４

　
　

社
会
福
祉
法
人
あ
ゆ

　

み
会

　
　

理
事
長　

小
関
政
一

３　

指
定
期
間

　
　

平
成
29
年
４
月
１
日
か

　

ら
平
成
34
年
３
月
31
日

主
な
質
疑

宇
津
江
議
員　
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
者
は
何
人
位

と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
本
郷
東
小

１
年
か
ら
６
年
生
を
対
象
に

現
在
募
集
し
て
お
り
、
27
人

か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま

す
。

宇
津
江
議
員　
支
援
員
は
何

人
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
事
業
計
画

書
で
は
５
人
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

第１回臨時会

議
第
1
号

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

　
　
　
　
藤
田
工
業
団
地
の
造
成

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
は
２
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
か
ら
は
、
専
決
処
分
の
承
認
と
本
郷
東
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
提
出
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

議
第
２
号

西山杉の香りがする児童クラブの室内

工業団地に造成される土地
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一般質問

一  般  質  問 　第１回定例会の一般質問には、
４人の議員が登壇しました。紙面
の都合により、内容を要約してお
知らせします。

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは
　一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待を持たれる大事な議員活動の場です。町政全
般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めます。また、議員自らの政策提言を行うも
のです。（本会議場での持ち時間は１人１時間）

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

質問者（登壇順）

 １ 土田　勵一　議員　　  　
「左澤驛」の実績となる
　　　乗客減少対策について

 ２ 佐藤　敏春　議員　　　　
⑴ 子ども達の貧因対策
⑵ 介護マークの導入・普及を

 ３ 結城　岩太郎　議員　  　
⑴「非違行為」について
⑵「ＮＩＥ」について
⑶ 次期学習指導要領の
　　　　　　　　 改定案について

 ４ 宇津江　雅人　議員　　　
⑴ 防災行政無線の運用について
⑵ 郷土民謡「正調最上川舟唄」の
　　　　　                 普及と指導を
⑶ 小中学校の洋式トイレの整備は
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「左澤驛」の実績となる乗客減少対策

町長／ＪＲに要望を重ねていく

す
。

　
そ
の
分
「
左
澤
驛
」
の
実

績
と
な
る
乗
客
減
少
対
策
に

充
て
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。　

　
実
行
可
能
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
「
左
澤
驛
」
の
実
績

と
な
り
、
一
番
経
費
の
掛
か

ら
な
い
具
体
的
な
例
が
完
全

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公

募
し
、
「
左
澤
驛
」
か
ら

「
寒
河
江
駅
」
ま
で
、
年
間

３
６
５
往
復
キ
ッ
プ
を
買
っ

　
　
　

「
大
江
町
民
ふ
れ
あ

      

い
の
旅
」
と
名
称
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
左
澤
驛
利

用
の
旅
と
し
て
、
平
成
28
年

10
月
25
日
～
26
日
の
１
泊
２

日
、
北
海
道
江
差
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

代
金
７
万
５
０
０
円
の

と
こ
ろ
、
「
大
江
町
公
共

交
通
機
関
利
用
促
進
協
議

会
」
よ
り
、
１
人
に
対
し

５
，
０
０
０
円
を
助
成
し

６
万
５
，
５
０
０
円
。
募
集

人
数
は
40
名
と
な
っ
て
い
る

が
参
加
者
は
20
名
と
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
助
成

総
額
は
10
万
円
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
参
加
者
へ
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
「
大
義

名
分
」
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

廃
止
す
る
べ
き
で
あ
り
ま

て
、
乗
車
し
て
い
た
だ
く

方
法
が
あ
り
ま
す
。
往
復

キ
ッ
プ
の
料
金
は
４
２
０

円
、
３
６
５
回
で
15
万
３
，

３
０
０
円
。
往
復
で
す
の
で

カ
ウ
ン
ト
は
２
倍
と
な
り

７
３
０
。
３
人
で
す
と
、

年
間
の
経
費
は
45
万
９
，

９
０
０
円
で
カ
ウ
ン
ト
は

２
，
１
９
０
。
助
成
を
廃
止

し
て
、
10
万
円
を
活
用
す
る

だ
け
で
も
、
カ
ウ
ン
ト
は

４
７
６
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
「
左
澤
驛
」
の
実

績
と
な
る
乗
客
減
少
対
策

と
、
利
用
促
進
運
動
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
町
長
に
伺
い

ま
す
。

　
　
　

左
沢
線
は
、
沿
線
や

　
　

隣
接
す
る
自
治
体
に

と
っ
て
も
、
重
要
な
交
通
手

段
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
す

る
自
治
体
で
組
織
し
て
い
る

「
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
対
策
協
議

会
」
で
随
時
検
討
を
行
い
な

が
ら
、
組
織
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

に
要
望
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
寒
河

江
駅
止
ま
り
で
な
い
列
車
を

増
や
す
こ
と
。
あ
る
い
は
、

増
便
は
可
能
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
。
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
わ
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
キ
ッ
プ
の
販
売
時
間
に

つ
い
て
も
、
や
や
短
く
な
っ

て
い
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
含
め
、
Ｊ
Ｒ
仙
台
支

社
に
出
向
い
て
、
話
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大江町民ふれあいの旅（江差会館を見学）

左沢駅発８時 52 分の車内風景
（通勤、通学の時間帯は混み合っています。）

土田  勵一  議員

町
長

質
問
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佐藤  敏春  議員

子ども達の貧困対策について

教育長／実態把握が必要だ

　
　
　

山
形
県
の
完
全
給

　
　

食
率
は
、
公
立
小
学
校

（
２
５
９
校
）
９
８
・
５
％
、

公
立
中
学
校
（
１
０
０
校
）

９
４
・
１
％
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
保
護
者
が
負
担

す
る
給
食
費
の
平
均
月
額

は
小
学
校
で
約
４
，
３
０
１

円
、
中
学
校
で
は
４
，

９
２
１
円
。
こ
れ
ら
の
現
状

を
踏
ま
え
、
大
江
町
小
中
学

校
の
給
食
費
の
平
均
は
。

　
　
　

月
平
均
の
給
食
費
は

　
　

小
学
校
４
，
９
７
６

円
、
中
学
校
は
副
食
給
食
で

４
，
９
２
１
円
で
す
。

　
　
　

給
食
費
の
未
納
に
つ

　
　
い
て
は

　
　
　

月
々
の
給
食
費
の
納

　
　

入
が
遅
れ
る
事
例
は
あ

る
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

様
々
な
事
情
で
、
給

　
　
食
費
を
免
除
し
て
い
る

家
庭
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　

小
学
校
で
は
、
３
３
１

　
　

名
中
24
名
で
、
中
学
校

は
２
０
４
名
中
29
名
で
す
。

　
　
　

孤
食
を
防
ぐ
た
め
、

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

活
用
し
た
子
ど
も
食
堂
の
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

子
ど
も
食
堂
に
つ
い

　
　

て
は
、
施
設
の
設
備
が

不
十
分
な
こ
と
と
従
事
者
の

確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、
現

段
階
で
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

　
　
　

介
護
マ
ー
ク
は
、
山

　
　

形
県
で
は
山
形
市
を

含
む
７
市
町
村
で
導
入
し

て
お
り
、
山
形
市
で
は
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
介
護

マ
ー
ク
を
無
料
で
配
布
し
、

利
用
者
か
ら
は
ト
イ
レ
や
下

着
売
り
場
な
ど
へ
の
付
き
添

い
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

　
　
　

介
護
マ
ー
ク
は
、
本

　
　

町
で
も
２
月
に
「
介
護

マ
ー
ク
普
及
啓
発
実
施
要

項
」
を
定
め
、
マ
ー
ク
の
無

償
交
付
を
始
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
広
報
誌
な
ど

で
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
高

齢
者
や
障

が
い
者
を

介
護
す
る

ご
家
族
等

が
外
出
先

で
気
兼
ね

な
く
、
安

心
し
て
介

護
が
で
き

る
よ
う
に
マ
ー
ク
の
普
及
・

啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

町
長

質
問

町
長

介
護
マ
ー
ク
は
必
要
だ
！

   

町
長
／
普
及
に
つ
と
め
る

一般質問

本郷東小学校の楽しい給食
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教
育
現
場
で
相
次
ぐ

　
　
不
祥
事
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
対
策
に
つ

い
て
教
育
長
に
伺
う
。

　
　
　

本
町
で
は
、
不
祥
事

　
　

防
止
に
向
け
て
、
校
長

先
生
方
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
教
職
員
の
モ
ラ
ル

を
高
め
る
た
め
、
実
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
請
し
て
い
ま

す
。

　

各
校
で
は
、
校
内
倫
理
委

員
会
を
設
置
し
て
、
不
祥
事

が
与
え
る
こ
と
の
重
大
さ
を

意
識
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　

国
語
で
の
新
聞
の
活

　
　
用
に
つ
い
て
は
、
現
行

指
導
要
領
に
も
記
載
さ
れ
て

お
り
、
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
・
言
語
活
動
の
充
実

に
も
大
変
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
る
。

　
本
町
の
小
中
学
校
で
も
こ

の
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
い
わ
ゆ
る

「
教
育
に
新
聞
を
」
の
採
用

に
向
け
た
検
討
を
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
所

見
を
問
う
。

　
　
　

小
学
校
で
は
、
新
聞

　
　

を
読
ん
で
自
分
で
話
題

を
選
び
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の

前
で
発
表
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
も
あ
り

ま
す
。
来
年
度
か
ら
中
学
２

年
生
の
２
ク
ラ
ス
で
新
聞
を

購
読
し
、
新
聞
を
活
用
し
た

教
育
を
行
え
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　

学
校
現
場
で
は
、
既

　
　
に
時
間
割
は
飽
和
状
態

で
、
新
た
な
事
業
時
間
を
絞

り
出
す
の
は
難
し
い
と
考
え

る
。

　
文
科
省
は
、
一
律
の
方
針

を
示
さ
ず
、
「
現
場
の
工

夫
」
に
期
待
を
か
け
て
い
る

よ
う
だ
が
、
こ
の
改
正
案
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

次
期
学
習
指
導
要
領

　
　

が
実
施
さ
れ
る
と
、
小

学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
授
業
が
１
時
間
ず
つ
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各

校
で
は
、
増
加
す
る
１
時
間

を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る

「非違行為」について

教育長／倫理委員会を設置

結城 岩太郎  議員

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

 

「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
に
つ
い
て

教
育
長
／
中
学
２
年
生
で
対
応

  

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
定
案
に
つ
い
て

  

教
育
長
／
各
校
の
創
意
工
夫
に
期
待

か
十
分
に
吟
味
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
と

し
て
も
、
各
校
の
特
色
あ
る

取
り
組
み
・
創
意
工
夫
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

教
育
長

  議員のつぶやき
町村の生き残る最大の

キーワードは「教育環

境の整備」にある。

「新聞」への意識を高める教育を…
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正
調
最
上
川
舟
唄
を

　
　
通
じ
て
大
江
町
の
歴
史

や
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
る
と
と
も
に
、
伝
統
文
化

の
面
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
学

習
と
し
て
町
内
の
小
中
学
校

で
民
謡
の
授
業
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

　
　
　

来
年
度
、
左
沢
小
学

　
　

校
３
年
生
の
総
合
的
な

一般質問

宇津江  雅人  議員

防災行政無線の運用について

町長／確実な情報伝達体制を整備する

　
　
　

試
験
放
送
で
は
、
拡

　
　
声
子
局
が
44
基
、
戸
別

受
信
機
が
１
２
５
台
と
町
内

全
般
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
試
験
の
要
領
は
。

　
　
　

３
月
６
日
か
ら
23
日

　
　

の
日
程
で
、
子
局
単
体

で
動
作
確
認
を
行
い
、
親
局

と
の
対
向
試
験
を
行
い
ま

質
問

教
育
長

町
長

す
。
最
後
に
音
達
試
験
を
行

い
ま
す
。

　
　
　

放
送
内
容
を
、
町
民

　
　
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

　
　
　

想
定
さ
れ
る
事
例
を

　
　

事
前
に
シ
ス
テ
ム
に
登

録
し
放
送
し
ま
す
。

　
　
　

時
報
（
チ
ャ
イ
ム
）

　
　
は
正
午
に
も
追
加
し
て

は
。

　
　
　

子
ど
も
た
ち
に
帰
宅

　
　

を
促
す
意
味
か
ら
、
午

後
５
時
に
行
い
ま
す
。
複
数

回
行
う
こ
と
に
は
慎
重
さ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
習
の
中
で
、
最
上
川
舟
唄

の
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
分
野

で
は
、
毎
月
３
日
と
４
日
を

民
謡
の
日
と
し
、
「
民
謡
を

楽
し
む
集
い
」
を
中
央
公
民

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

洋
式
便
器
の
比
率
は

　
　

37
・
４
％
で
、
一
般
家

庭
で
洋
式
化
が
進
ん
で
い
る

現
状
を
み
れ
ば
遅
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　

全
国
小
中
学
校
の
洋

　
　
式
普
及
率
は
43
・
３
％

で
あ
り
、
本
町
の
整
備
計
画

は
。

　
　
　

財
政
的
な
課
題
は
あ

　
　

る
が
、
子
ど
も
た
ち
が

快
適
に
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
今
後
、
計
画
的
に
改

修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問

町
長

質
問

町
長

　

正
調
最
上
川
舟
唄
の

　
　
　
　

普
及
と
指
導
を

  

教
育
長
／
小
学
校
で
の
学
習
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

取
り
組
む

質
問

 

小
中
学
校
の

 

洋
式
ト
イ
レ
の

         

整
備
は

  

教
育
長
／

  

計
画
的
に

     

改
修
を
行
う

　
　
　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の

　
　
家
庭
で
は
洋
式
ト
イ
レ

が
普
及
し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
普

及
率
を
伺
う
。

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

議員のつぶやき
今年の舟唄大会には町内

から多数の参加を！

防災行政無線開局式

小学１年生が民謡の練習
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議会傍聴

議
会
傍
聴
に
際
し
て

　

「
よ
い
し
ょ
」「
よ
い
し
ょ
」

と
３
階
の
議
場
ま
で
…
。
こ
れ

も
リ
ハ
ビ
リ
か
と
息
を
ふ
ぅ
ー

ふ
ぅ
ー
し
て
、
し
ば
ら
く
振
り

で
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

何
年
か
前
は
、
お
茶
の
み
友

達
と
何
回
か
足
を
運
ん
だ
も
の

で
し
た
。

　

80
歳
を
過
ぎ
る
と
足
腰
も
弱

ま
り
不
自
由
な
の
で
、
遠
の
い

て
い
ま
し
た
。

　

傍
聴
券
を
い
た
だ
き
、
そ
っ

と
ド
ア
を
開
き
傍
聴
席
へ
と

…
。

　

議
場
に
は
町
長
さ
ん
、
教
育

長
さ
ん
、
課
長
さ
ん
と
議
員
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
き
ち
っ
と
席
に

つ
い
て
お
り
、
私
ま
で
緊
張
し

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
傍
聴
し
た
い
気

持
ち
に
な
っ
た
の
は
、「
大
江
昔

語
り
の
会
」
で
３
月
12
日
、「
と

ん
と
昔
ま
つ
り
」
を
ふ
れ
あ
い

会
館
で
発
表
し
た
と
き
に
寸
劇

に
出
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
議
員

が
お
ら
れ
た
の
で
、
議
場
で
の

姿
を
見
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

と
ん
と
昔
の
練
習
で
は
時
間

を
み
て
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、

物
静
か
で
口
数
も
少
な
く
、
議

会
で
は
ど
う
な
の
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
普
段
と
は
違
っ

た
真
剣
な
態
度
、
ま
な
ざ
し
で

質
問
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
た

の
で
筆
を
と
っ
た
し
だ
い
で

す
。

　

ま
た
、
役
場
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
あ
れ
ば
な
ど
と
い
う
望

み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の

皆
さ
ん
、
今
後
と
も
町
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

加藤  春江（４区）

議会だよりおおえ
県町村議会
  広報コンクール入選

　

議
会
だ
よ
り
第
１
３
８
号
が
、
第
22
回
県
町
村
議
会
コ
ン
ク
ー

ル
に
て
入
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
議
会
広
報
紙
の
編
集
技
術
の
向
上
と
紙
面

内
容
の
更
な
る
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
県
内
応
募
総
数
13
作
品
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
町
民
み
な
さ
ん
の
声
を
は
じ
め
、
議
会
事
務
局
の
支

援
の
賜
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
、
広
報
委
員
、
一
致
団
結
し
、
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

読
ま
れ
る
紙
面
を
め
ざ
し
て

議
会
傍
聴
に
際
し
て
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委員会報告

より良い議会活動を目指して！
　　　　　関心が高まる

　　　議会運営を学ぶ　
　　　　　　　　　　　 山形県遊佐町議会
　議会運営委員会は、町民にわかりやすく、かつ
関心が高まる議会運営を目指し、活発な一般質問で
町民に親しまれている遊佐町議会を学ぶため、２月
７日に研修しました。遊佐町の人口は、約15,000人
で議員定数は12人、一般質問は毎回８人から10人
と多いのが特徴で、全て１問１答方式で行われてい
ました。特徴的なことは、一般質問の要旨をホーム
ページに載せたり、コンビニにも置いてあり、議会
の傍聴者にも配布しているとのことで、本町でも検
討すべき課題として受け止めました。

　

　　　政策提言の提出　
　町民懇談会を実施し、政策提言としてまとめて
いました。本町議会でも早急に対応すべく、議会
活性化委員会で検討しています。

　 宮城県大和町議会
　広報常任委員会は、常時、全国議会広報コン
クールで高い評価を得ている大和町の広報紙づく
りを学ぶため、１月26日、大和町議会において研
修しました。大和町の人口は28,686人、世帯数は
11,419世帯で、工業団地への企業進出により若者が
多い町でもあります。

　

　大胆なレイアウトと写真を工夫　
　議会だよりの紙面はフルカラーで、議会の審議
内容を中心に活動状況や行政の動きなど、レイア
ウトの工夫とインパクトのある見出しや写真を多
く使用することで見やすい紙面になっておりまし
た。本町でも、皆さんから見てもらえるような紙
面づくりを心掛けてまいります。

議
会
運
営
委
員
会

　常時、コンクールで
　　　　　　入選している町へ

　　読みたくなる
　　　　議会だよりを学ぶ　

広
報
常
任
委
員
会
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議員交流会

に
、
シ
ス
テ
ム
の

点
検
を
兼
ね
メ
ロ

デ
ィ
ー
チ
ャ
イ
ム

を
放
送
し
ま
す
。　
　

　

防
災
行
政
無
線

の
運
用
に
よ
り
、

本
町
も
災
害
に
強

い
安
全
な
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

　
緊
急
放
送
は
、
深

夜
・
早
朝
を
問
わ
ず
24

時
間
い
つ
で
も
放
送
さ

れ
ま
す
。
　

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
22
日
、
お

互
い
の
町
の
議
員
交
流
会
を

兼
ね
、
え
ん
こ
ろ
節
全
国
大

会
の
見
学
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

大
江
町
正
調
最
上
川
舟
唄

全
国
大
会
に
、
亘
理
町
か
ら

30
名
ほ
ど
お
い
で
い
た
だ
い

た
の
で
、
今
回
は
大
江
町
議

員
全
員
（
10
名
）
で
行
き
ま

し
た
。

 

○
え
ん
こ
ろ
節
全
国
大
会　

　

熟
年
の
部　
　
　

46
名

　

少
年
少
女
の
部　

22
名

　

一
般
の
部　

１
０
７
名

　

そ
の
他
、
正
調
最
上
川
舟

唄
保
存
会
で
歌
と
踊
り
の
披

露
を
し
た
ほ
か
、
様
々
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ
ス
ト
出

演
等
が
あ
り
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

亘
理
町
と
は
、
災
害
時
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
そ
の
再
確
認
、

及
び
お
互
い
に
町
民
に
広
報

し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
も
議
員
間
で
の
交
流
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
、
さ
ら
に
住
民
同

士
の
交
流
も
促
進
し
て
い
く

こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
「
災
害
時
、
大

江
町
の
人
か
ら
助
け
ら
れ

た
、
あ
り
が
と
う
」
と
最
初

に
言
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
、
町
の
面
積
の
48
％
が
被

害
を
受
け
、
ほ
ん
の
数
時
間

で
３
０
６
名
の
犠
牲
が
出
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
難
を
体
験

し
て
き
た
亘
理
町
の
人
た
ち

と
私
た
ち
で
は
、
思
い
の
開

き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
普
段
日
常
の
人

と
人
の
か
か
わ
り
、
つ
な
が

り
、
そ
の
大
切
さ
、
感
謝
の

気
持
ち
を
心
の
底
か
ら
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

え
ん
こ
ろ
節
全
国

 

大
会
に
行
く
！

 

○
議
員
交
流
会

最
上
川
舟
唄
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る

防
災
行
政
無
線
の
運
用
開
始

　

平
成
26
年
よ
り
３
年
計

画
で
総
予
算
３
億
５
，

３
５
６
万
円
を
か
け
、
全
町

に
屋
外
拡
声
子
局
、
戸
別
受

信
機
を
設
置
、
役
場
庁
舎
内

に
あ
る
親
局
よ
り
災
害
・
火

災
等
の
緊
急
放
送
の
他
、
町

が
必
要
と
し
た
各
種
情
報
の

放
送
を
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
毎
日
午
後
５
時

私
は
、
み
な
さ
ん
に

情
報
を
伝
え
る
た
め

の
ラ
ッ
パ
で
す
！

お願い

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

役場庁舎内での開局式

えんころ節を熱唱

正調最上川舟唄の踊りを披露
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編
◆
集
◆
後
◆
記

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　

寒
河
江
市
商
工
会
主
催
の

地
域
産
業
経
済
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
印
象

に
残
っ
た
こ
と
は
、
寒
河
江

市
中
央
工
業
団
地
の
各
企
業

よ
り
、
今
ま
で
の
状
況
と
課

題
、
こ
れ
か
ら
の
動
向
な
ど

の
お
話
し
で
し
た
。

　

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
い
る
会
社
や
、
世
界

市
場
で
取
引
き
を
行
っ
て
い

る
会
社
等
の
報
告
と
、
こ
の

団
地
に
企
業
誘
致
を
推
進

し
、
隣
接
の
町
か
ら
も
働
く

人
を
求
め
雇
用
の
確
保
を
推

進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
観
光

の
分
野
で
は
、
西
村
山
を
一

体
と
し
て
捉
え
、
発
信
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
と
日
本
、
日
本
と
山

形
県
、
山
形
と
市
町
村
、

ま
っ
た
く
、
線
引
き
は
あ
り

ま
せ
ん
。
風
は
自
由
に
ど
こ

【
発
行
責
任
者
】　

　
◆
議　
長　
小
野　

祐
一

【
大
江
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　

◆
委
員
長　
宇
津
江
雅
人

　

◆
副
委
員
長　

毛
利
登
志
浩

　

◆
委　
員　
関
野　

幸
一

　

◆
委　
員　
菊
地　

勝
秀

　

大
江
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
大
江
町
に
住

む
小
学
生
、
中
学
生
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

私
自
身
も
小
学
４
年
生
か
ら
当
団
に
お
世
話

に
な
り
、
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

か
れ
こ
れ
35
年
間
、
剣
道
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
剣
道
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
一
言
で
い
え
ば

相
手
と
の
駆
け
引
き
で
勝
負
が
決
ま
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

相
手
の
技
、
対
す
る
自
分
の
技
を
組
み
立
て

た
り
、
考
え
る
こ
と
が
大
事
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
ま
た
個
人
で
戦
う
も
の
の
、
団
体
戦
も
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
強
い
精
神
力
や
仲
間
を

思
い
や
る
心
も
自
然
と
生
ま
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
は
、
剣
道
は
も
ち
ろ
ん
、
剣
道

を
通
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
、
考
え
る

こ
と
、
相
手
を

思
い
や
る
こ
と

を
身
に
つ
け
て

欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私

も
、
そ
ん
な
子

ど
も
達
と
一
緒

に
１
年
で
も
長

く
剣
道
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

剣
道
に
興
味
の
あ
る
小
学
生
、
中
学
生
の
み

な
さ
ん
、
一
緒
に
剣
道
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

大江町
剣道スポーツ少年団

松田　敏典

剣
道
で
心
と
体
を

　
　
　
　
　
鍛
え
て
い
ま
す

ま
で
も
吹
い
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
が

成
立
し
ま
し
た
。
我
々
議
員

の
任
期
中
４
回
（
当
初
予

算
）
の
審
議
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
２
回
目
の
当
初
予
算

審
議
で
、
あ
と
２
回
で
任
期

が
切
れ
ま
す
。　

　

今
年
度
は
様
々
な
面
で
、

町
民
の
皆
様
の
視
線
を
感
じ

な
が
ら
「
共
に
・
意
識
を
喚

起
し
・
進
ん
で
行
動
」
を
す

る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

 

（
記
・
菊
地　

勝
秀
）

    

表
紙
の
写
真

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

✿
✿

今年、本郷東小学校に入学した
14名。仲良く、元気にがんばれ！


